
 

 

高齢者支援 

～孤立死を防ぐために～ 
 

地域社会や家族から孤立し、ひとり誰にも看取られずに亡くなっていく人がいる。

その背景に、近年のひとり暮らし世帯の急増があるが、その中でも、近隣との関わり

がない、親戚や家族と連絡をとることがない、自分で料理やゴミ出しをすることがで

きない、といった孤立死予備軍も増えている。これは必ずしも他人事ではない。我々

ようぼくが取り組むべき「現代の難渋」の一つである。 

本講座では、こうした孤立死の現状を学ぶとともに、地域の中で孤立をなくしてい

くためにどうしたらよいのか、ようぼくに何ができるのかを考え、おたすけにつなげ

ていきたい。  

 

期  間：立教 176 年２月 26 日（火）・27 日（水） 

会  場：おやさとやかた南右第２棟３階 

対  象：ようぼく 

定  員：40 名 

受講御供：1,500 円 

携 行 品：筆記具 

締 切 日：２月８日（金） 

※裏面の日程表をご参照下さい 

      ※教材は用意致します 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



日程表  
 

１日目 ２日目 

13:15 
 

8:50 
 

受付 集合 

13:45 9:00 

開講・オリエンテーション 
 

14:00 
 講義④ 

  「高齢者が孤立する要因 
 「ひのきしんとは」  社会心理学からのアプローチ」 
 山本 元嗣 氏  

一言 英文 氏 
    ひのきしんスクール運営委員 

10:15 

14:20 
 

休憩 

休憩 10:30 

14:30 
 

  パネルディスカッション 
 講義①  「地域で孤立を防ぐために」 
 「社会問題としての孤立死」   
 

渡辺 一城 氏 
 【パネリスト】齊藤 容久 氏 

15:30 
 後藤 文造 氏 

休憩 
 一言 英文 氏 

15:40 
 【司   会】渡辺 一城 氏 

 
12:00 

 

 講義② 
閉講 

 「東日本大震災・  
 仮設住宅入居者支援の取り組み」   
 

齊藤 容久 氏 
  

16:40 
  

休憩 
  

16:50 
  

   
 講義③   
 「地域における孤立予防への取り組み   
  ～コミュニティワーカーの実践～」   
 

後藤 文造 氏 
  

17:50 
  

解散 
  

   
 

講師紹介（登壇順） 
 

氏名 立場 

渡辺 一城 氏 
ひのきしんスクール運営委員、天理大学人間学部人間関係学科社会福祉

専攻准教授 ※専門は地域福祉、天理教社会福祉 

齊藤 容久 氏 

猪苗代分教会長、ボランティア団体「Joyous Life 猪苗代」代表 

※東日本大震災発生直後より自教会に避難者を受け入れ、同時進行で福

島県南相馬市で支援活動に取り組む 

後藤 文造 氏 
奈良市社会福祉協議会地域支援課 主任 

※現在、奈良市内の鳥見デイサービスセンターで地域支援業務を担当 

一言 英文 氏 

学校法人佐藤学園大阪バイオ・メディカル専門学校医療福祉心理学科常

任講師、博士（心理学） 

※専門は比較文化心理学、社会心理学、感情心理学 

 


